
町国際交流協会が外国料理交流会を開催

Monthly Pickup Topics

韓国料理と郷土料理で国際交流
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町企業連絡協議会による工場見学開催

進路を決める貴重な体験

　町民参加型の「大津町復興シンポジウム」が４月14日に町生
涯学習センター文化ホールで開催されました。熊本地震の甚大
な被害と教訓を後世に語り継ぎ、今後のまちづくりを考えるこ
とを目的として行われました。
　今回は住民で作る明るい避難所運営で注目された西原村の避
難所運営に携わった同村議会議員の堀
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さんの事例講演、
災害に備えるため公民館を市民センターに改め、住民主導の防
災まちづくりを進めた宮城県東松島市前市長の阿

あ
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記念講演の２部構成。参加した人は「町の防災につながる講演
で勉強になった。町でも応用できたらいい」と話していました。

1堀田直孝さんの講演では住民一人一人の経験
を生かした避難所運営の重要性と日ごろの備え
の大切さが語られました2阿部秀保さんは東日
本大震災の経験と復興までの記録や、防災に強い
まちづくりの仕組みについて講演しました3シ
ンポジウムには約300人が集まり、開式時には熊
本地震での被災者に対しての黙祷が行われまし
た4主催者の家入町長は改めて熊本地震からの
復興の決意を述べました
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Experience the New!!　
　「ゴールデン・ウィークに大きな計画があるよ」と言いたいです
が、実は、「ない」です。
　例えば先月とうとう北海道へ行ったように、新しい場所へ行っ
て、新しい経験をする良い機会かもしれません。北海道の４月は、
私の出身地より寒かった！でも、友だちと一緒に音楽を作るため
に行ってにぎやかな時間を過ごしました。
　さあ、春を楽しみながら、夏に近づくにつれ、皆さんに新しいチャ
レンジをして欲しいです。いつも読んでいる作品と違う作者の本
を読んだり、別のスポーツや、「やりたかったなあ。。。でも時間が
足りない」と思ってできなかったことに挑戦してみたり、どのよ
うな場合でも、行け！新しい経験を探せ！天気の良い今がそのチャ
ンスです。家族と一緒だと、幸せもさらにアップするよ！
　ひょっとすると、今月皆さんは姉妹都市ヘイスティングズ市からの訪問団グループを見かけるかも
しれません。もし見かけたら、その時は日本のおもてなしを見せて歓迎してください！その11人は全
員日本が初めてで、初めてのことを経験しているのです。だからこそ、あなたの番です！

北海道にはまだ雪が

大津町地域おこし協力隊です
　町で活躍する大津町地域おこし協力隊の活動を渡
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さんがお知らせします。

　風薫る５月！爽やかな風が心地良く、身も心も軽やかに……なりたいところですが、なかなか身は軽
くなりませんね。そういえば昨年の健康診断の結果におどろき、暖かくなったら運動しようと決意して
いたはずですがついに実現しませんでした。
　春のイベントである「桜まつり」も「大津つつじ祭」も無事に終わり、待ちに待った大型連休の到来です。
　今年は１日と２日に有休をとる猛者にとっては９連休というまさに特別ゴールデンなウィークです。
もちろん、謙虚な私は暦通りのお休みですが。
　ところで皆さん。新年度から婚姻届と出生届に新バージョンができたのをご存知ですか？若手の有志
職員が作成したのですが、夜な夜な集まってデザインを話し合う会
議に私も参加させていただきました。普段は会釈くらいしかしない
役場職員とも意見を交わす貴重な会でした。つつじや桜や水車やバ
イク、からいもくんにサッカーボールと取り入れたいものが多くあ
り、うまくまとめてくれたデザイナーさんの腕には感心するばかり
です。住民の皆さんのご結婚・ご出産をお祝いしたいという気持ち
がギュギューッと詰まっています。自信作ですので、役場住民課に
立ち寄る機会がある人はぜひ手に取ってみてください。幸せな気持
ちになること間違いなしです。 オリジナル婚姻届提出第１号の
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　町企業連絡協議会(69社)主催による工場見学会が３
月16日に開催されました。翔陽高校を来春卒業予定で
就職希望の生徒145人が、同協議会の企業11社を訪問
しました。
　見学会では、企業概要の学習や、若手従業員との意見
交換が行われました。参加した生徒からは、「職場の雰
囲気を肌で感じることができ、今後の進路選択の参考に
なりました」と希望に溢れる感想が出ていました。

㈱イズミ車体製作所の工場見学を行う生徒たち

　外国料理交流会が３月３日に町生涯学習センターで
行われました。これは、町国際交流協会が主催で町内在
住の外国人を講師に招いて毎年行っているものです。
　同協会の会員の皆さんなど、約30人が参加。日本料
理は、町食生活改善推進協議会の指導のもと、団子汁な
どを調理。韓国料理は、韓国出身の金
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さんを講師に迎え、野菜チヂミなどを調理。参加した
人たちは両国の料理を調理する中で交流を深めました。
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韓国料理の講師を務めた
金昌淑さん㊧と金承珠さん㊨
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